
 

 

平成２８年（２０１６年）６月１０日

建 設 委 員 会 資 料 

都市政策推進室グローバル戦略推進担当 

 

 

中野区グローバル都市戦略の策定及び今後の取り組みについて 

 

中野区グローバル都市戦略について、中野区グローバル戦略推進協議会における

議論を踏まえ、平成２８年５月に策定した（別紙参照）。あわせて今後の取り組み

について報告する。 

 

１．中野区グローバル都市戦略の構成及び案からの主な変更点 

 

第１章 中野区グローバル都市戦略の策定 

＜変更点＞ 「戦略策定の視点」を追加。 

第２章 中野区グローバル都市戦略の背景 

＜変更点＞ 「今後の人口構造」に交流人口と外国人人口の記載を追加。 

 第３章 グローバル都市づくりの方向性 

 第４章 グローバル都市戦略 

 第５章 グローバル都市ＮＡＫＡＮＯの創造 

＜変更点＞ 「グローバル都市戦略の展開」に東京オリンピック・パラリン

ピックの開催を契機とした遺産（レガシー）の観点の内容を追加。 

      「グローバル都市戦略の推進体制」に産学公金各主体の役割を

追加。また、推進体制の構築については事業コンソーシアムの組

成を視野に入れた内容に変更。 

   

２．推進体制の構築について 

 

 東京オリンピック・パラリンピックの開催を契機として、訪日外国人旅行客（イ

ンバウンド）の誘客に向けた情報発信を強化するとともに、受け入れ環境整備や交

流の機会づくりに取り組んでいくことが不可欠である。 

こうした取り組みを推進するにあたって、産学公金それぞれが経営資源を持ち寄

り、連携しながら事業を構築して実施する、事業コンソーシアムの組成が期待され

ることから、中野区グローバル戦略推進協議会においてワーキンググループを設置

し、訪日外国人旅行客（インバウンド）の獲得を目指した事業コンソーシアムを組

成していく。 

 

ワーキンググループ設置期間 平成２８年６月～平成２９年２月 



 

 

 別 紙  

中野区グローバル都市戦略 

グローバル都市 

ＮＡＫＡＮＯの創造 
  

平成 28 年（2016 年）5 月 

中野区 
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第１章 中野区グローバル都市戦略の策定 

 

１．中野区グローバル都市戦略策定の趣旨 

 

グローバル経済を軸とした東京や日本における国際競争力の強化が図られる

中、今後の都市再生の取組みを見据え、中野におけるグローバルな都市活動拠

点の形成に向けた、持続可能な都市の成長モデルを描いていくことが求められ

ています。 

 

 人口減少や少子高齢化といった日本全体が抱える課題を乗り越え、５０年後

を見越した活力ある都市を目指していくには、人・文化・産業・情報が集積す

る拠点の整備とともに、だれもが暮らしやすい地域環境の向上を図ることが必

要です。 

 

 これからの中野の都市づくりは、都市再生を軸としたグローバルビジネス拠

点の形成、集客力と発信力のあるグローバルな都市活動基盤の構築、外国人に

も暮らしやすい生活環境の整備に取り組み、中野ならではの個性豊かなライフ

スタイルを発信するグローバル都市を目指していきます。生活の質を高めるあ

らゆる産業が活性化し、さらには海外への発信力を持つことで、都市としての

体力や成長力を持ち続けることができると考えます。 

 

 国家戦略特別区域の指定によるビジネスチャンスの拡大、２０２０年東京オ

リンピック・パラリンピックの開催を契機としたインバウンドの増加など、あ

らゆる機会を捉え、中野の立地特性や集積する産業・文化等の強みを最大限に

生かし、活力あるグローバルな都市づくりを進めるための戦略を策定します。 
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２．中野区グローバル都市戦略の性格 

  

中野区グローバル都市戦略は、中野区グローバル戦略推進協議会における協

議、検討を経て区が策定するもので、概ね２５年後 (２０４０年頃)を目標とし

たグローバル都市づくりの方向性や取り組み等を示したものです。 

 

 中野区グローバル戦略推進協議会に参画する産学公金がともに主体となって

グローバル都市づくりに関わるにあたり、共有すべき目標や行動の指針となる

性格を持つものです。 

 

３．戦略策定の視点 

 

 中野区グローバル都市戦略の策定にあたって、次の３つの視点を重視しまし

た。 

 

視点１．グローバル化の進展を受け止め「都市を創る」視点 

 ヒト・モノ・カネ・情報などあらゆる資源が世界規模で動くグローバル化の

進展を受け止め、多様なニーズに応えながら、さらに新たな価値を発信してい

くグローバル都市を創ることが求められています。 

グローバル都市づくりに向けた都市機能の強化や拡充を図るとともに、都市

の持続可能性を高めるため、昼間人口や交流人口の拡大、夜間人口の維持・増

加を目指していきます。 

 

視点２．都市としての「稼ぐ力」を備える視点 

 中野の立地や特性を活かしたビジネス環境を整備することによって、グロー

バルを視野に入れた新たな需要を創出し、地域経済を活性化させ、区の財政力

向上にも寄与する、そうした経済循環の活発化が求められています。 

 都市としての「稼ぐ力」を備えることによって、グローバルな経済活動が活

発に行われている都市を目指していきます。 
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視点３．産学公金や自治体間の「パートナーシップ推進」の視点 

 グローバル都市として稼ぎやすい環境を創り出すには、産学公金それぞれが

担い手（プレーヤー）としての認識を持ち、主体的な取り組みに加え、パート

ナーシップを組んでいくことが不可欠です。 

 さらに、中野を起点としながら、東京西部都市圏における自治体間の連携や、

事業分野に応じた広域の連携を推進し、東京や日本の中での役割を意識し、地

方創生や国際競争力の強化に貢献していくことが求められています。 

 

４．目標とする時期 

 

 概ね２５年後（２０４０年頃）も成長し続ける都市を目指し、グローバル都

市づくりを推進していきます。 

 それまでの節目（マイルストーン）として、 

  ２０２０年  東京オリンピック・パラリンピックの開催 

  ２０２５年頃 中野駅周辺都市再生プロジェクト完了時期 

を設定し、獲得目標を確認しながら、戦略的に取り組んでいきます。 
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第２章 中野区グローバル都市戦略の背景 

 

１．現状と課題 

 

 中野区は、交通利便性の高さや都心と多摩をつなぐ立地特性を強みとし、中

野四季の都市（まち）のような新たな都市機能と旧来の商店街が同居する街並

み、多様な文化や活動の集積などが「中野らしさ」の源泉といえます。 

 

 一方、事業所や集客資源、滞在空間の少なさ、災害危険度や道路交通基盤の

脆弱さなどが弱みであり、ポテンシャルの高さを指摘されながらも、機会損失

を生じている可能性も否定できません。社会インフラの整備を伴う都市構造の

転換を図らなければ解決することが困難な課題も抱えています。 

 

グローバル化の進展に伴い、中小企業を中心とした区内産業においても、ビ

ジネス環境は変化しつつあります。質的に優れたインフラストックの増加・更

新や、ヒト・モノ・カネ・情報といった資源流通の活性化・ネットワーク化な

ど、新たな業種業態を生み出せるグローバル市場において「稼ぐ力」を持つた

めのビジネス環境の整備を図っていく必要があります。 

 

中野駅周辺における都市再生プロジェクトや西武新宿線連続立体交差化など、

社会インフラを着実に整備していくことで都市構造上の弱みを克服し、やがて

強みに変えていき国際競争力強化の礎を築いていく。また、ビジネスをはじめ

多様な活動がグローバルに展開しやすい環境を創り出していく。そうした発展

性と創造性に富んだグローバル都市の形成や活動基盤の創出が求められていま

す。 
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＜中野の環境分析＞ 

強
み 

○ 中野駅周辺における都市再生 

○ 全国区の商店街・集客施設の

存在 

○ 大学等の集積、学生・留学生

の増加 

○ 20代人口の相対的割合の高さ 

○ 交通利便性の高さ、都心と多

摩をつなぐ立地特性 

○ 強固な地盤 

○ 住んで良かったまちとしての

評価 

○ 多彩で活発な文化活動 

弱
み 

○ 業務や商業集積の少なさ 

○ 宿泊施設、大型駐車場等滞在

空間の不足 

○ 全国区の観光スポット、大規

模集客施設等誘客につなが

る資源の不足 

○ 海外からの認知度の低さ 

○ 脆弱な道路交通基盤 

○ 木密地域の災害危険度 

機
会 

 

○ 東京オリンピック・パラリン

ピックの開催 

○ 国家戦略特区の指定 

○ ＩＣＴの進展、ＩｏＴの可能

性 

○ 外国人観光客の増加及び旺盛

な購買意欲 

○ 近隣区にも集積するアニメ・

マンガ産業の連携可能性 

○ 健康・スポーツ産業の成長可

能性 

脅
威 

○ 少子高齢・人口減少社会 

○ オリンピック後の経済成長

減速 

○ 高騰する建設費 

○ 高まる大規模災害リスク 

○ 新宿等他の都市の優位性、都

市間競争 

○ 地球温暖化に伴う気象リス

ク 
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２．グローバル化の進展 

 

 グローバル化の進展は、ヒト・モノ・カネ・情報などあらゆる資源が世界規

模で動き、社会経済情勢はもとより、日々の暮らしの中でも世界がより身近に

なることを意味します。 

 

中野四季の都市（まち）に開設されたオフィスビルには、グローバルに事業

を展開する日本企業や外資系企業が入居しており、外国人も多く就業していま

す。また、大学・学生寮には、様々な国からの留学生がおり、中野四季の都市

（まち）は国際色豊かなエリアとなっています。 

 

近年、訪日外国人旅行客（インバウンド）は増加しており、中野駅周辺にお

いても買い物や飲食目的の観光客が増えています。そうした観光客によるＳＮ

Ｓ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の活用により、リアルタイム

の情報が世界に配信されています。 

 

世界とつながる人材をはじめ、様々な資源が中野に存在することを認識し、

それらを強みとして活かしていくことがグローバル都市づくりの第一歩となり

ます。 

 

その一方で、中野を訪れる外国人が安心・安全に過ごせ、地域住民ともコミ

ュニケーションを交わせる環境を整備することは、グローバル都市におけるリ

スクマネジメントともいえます。文化や生活習慣の違いを尊重しつつ、多様性

豊かなグローバル都市を築いていくことが求められています。 
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３．今後の人口構造 

 

（１）昼夜間人口 

 東京都の人口推計では、２０２０年を境に昼夜間人口ともに減少するとされ

ています。中野区は、他の都市と比べて比較的緩やかといえますが、全体の人

口だけでなく生産年齢人口の割合を注視しなければなりません。 

 

 一定の活力や生産力を確保していくには、夜間人口の維持とともに昼間人口

の増加を図り、相乗的に昼夜間人口を引き上げる方策を打ち出していく必要が

あります。 

 

 中野四季の都市（まち）のオフィスビルや大学の立地により、昼間人口が２

万人増えています。今後の中野駅周辺開発においてオフィスビルを整備する計

画もあり、さらなる昼間人口の増加が見込まれます。区内では国家公務員宿舎

等跡地での大規模な住宅開発の計画もあることから、職住近接を促進する機会

が到来しているといえます。 
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（２）交流人口 

 交流人口とは、観光客等の一時的・短期滞在からなる人口を指します。中野

区においてどのくらいの観光入込客があるかを統計的に測定することは難しい

ものの、駅の乗降客数やイベント動員数などから増加傾向にあることを把握し

ています。 

 

 交流人口の増加は、「モノ」や「コト」の購入、飲食、宿泊など、地域での

消費拡大による経済効果が期待されます。これまで以上の来街者を獲得してい

くためには、国内だけでなく、訪日外国人旅行客（インバウンド）を視野に入

れ、行ってみたいと思わせる魅力づくりと情報発信を強化していくことが不可

欠です。 

 

中野駅乗降客数（1 日平均人数） 

 
 

主なイベントの動員数（平成 27 年度） 

イベント名 実施時期 集客規模 

中野チャンプルフェスタ 7 月（2 日間） 約 4 万人 

中野にぎわいフェスタ 10 月（2 日間） 約 17 万人 

東北復興大祭典なかの 10 月（2 日間） 約 25 万人 

なかのまちめぐり博覧会 10 月 31 日~11 月 29 日 約 96,700 人 

中野アンテナストリート 4 月~12 月（9 日間） 延べ 53,000 人 

中野ランニングフェスタ 3 月（1 日） 約 24,000 人 

※集客規模は主催者発表値 

 

247,936  245,692  250,050  276,934  281,174  

135,706  133,919  136,994  
143,802  147,773  

0
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350,000
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中野駅（東京メトロ） 中野駅（ＪＲ） 

383,642 

428,947 

379,611 

420,736 
387,044 

※ＪＲは乗車人員のみのため、乗車人数を 2 倍にして算出 
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中国 40% 

韓国・朝鮮 
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1% 
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（３）外国人人口 

 中野区の外国人住民基本台帳登録者数は、平成２８年１月時点 13,872 人で、

総人口 321,734 人の 4.31 パーセントを占めています。東日本大震災の影響等に

よる減少と推測される平成２３年以降に比べ増加傾向にあります。国籍別に見

ると、中国が最も多く（5,553 人、40％）、次いで韓国・朝鮮（2,828 人、20.4％）、

ベトナム（825 人、6.7％）、ネパール（783 人、6.4％）と続きます。 

 

 近年は全体的に増加傾向ですが、国内外の社会経済情勢によって変動する様

子も見られます。流動する人口に対して、日常生活、コミュニティになじむま

でのサポートや環境づくりが求められます。 

 

外国人比率及び人口の推移

 

国籍別外国人登録者割合及び前年増加率 

中国 

4,636 

中国 

4,559 
中国 

4,301 

中国 

4,342 

中国 

4,877 

中国 

5,553 

韓国・朝鮮 

4,187 
韓国・朝鮮 

3,407 
韓国・朝鮮 

3,070 

韓国・朝鮮 

2,880 

韓国・朝鮮 

2,798 

韓国・朝鮮 

2,828 

4.23% 
3.82% 

3.41% 3.49% 

3.88% 
4.31% 

0.0%
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在住外国人比率 
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11,418 
10,949 10,610 

12,283 

13,872 
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第３章 グローバル都市づくりの方向性 

 

１．都市再生を軸としたグローバルビジネス拠点の形成 

 

 中野は、区役所･サンプラザ地区再整備をはじめとする中野駅周辺の都市再生

や西武新宿線の連続立体交差化、各地区のまちづくりなど、都市構造の大きな

転換期を迎えています。 

 

 こうした取り組みによって業務・商業・集客交流施設・住宅など都市機能の拡

充や再編が見込まれるところであり、各プロジェクトの推進に加え、国内外か

らのさらなる投資を促し、企業規模の大小を問わず、区内の企業がグローバル

市場においてビジネスを創出・成長させられる環境を整備する必要があります。 

 

 中野の立地特性や都市機能、文化などのポテンシャルを最大限に引き出し、

グローバルに展開するビジネスの拠点として選ばれる都市づくりを推進してい

きます。また、あらゆる企業がグローバル市場において「稼ぐ力」を持てるよ

う、付加価値を高めるビジネスプラットフォームを構築していきます。 

 

【目標とする都市像】 

業務・商業空間等の拡大によって、昼間人口を５万人増加 

 

 現在計画している中野駅周辺都市再生プロジェクトが完了し、さらなるプ

ロジェクトによって業務・商業空間が拡大している。 

 グローバルに展開している産業の業務集積が図られ、都内でも特色のある

グローバルビジネス拠点として位置づけられている。 

 産学公金連携や広域連携によって、付加価値を高めて新たな産業を生み出

すプラットフォームが構築されている。 

 

※目標値の考え方 

 平成２２年（２０１０年）の国勢調査における昼間人口 289,176 人を基準に、

都市再生などによって誘発される業務・商業空間の拡大を見込み、将来にわた

って 5 万人程度増えることを目標としています。 
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２．集客力と発信力のあるグローバルな都市活動基盤の構築 

 

 中野四季の都市（まち）の開発以降、多様な主体によって様々なイベントが

催されるようになり、中野の活力の源泉となっています。イベントが開催され

るごとに、その発信力も高まっています。 

 

 「中野らしさ」をより効果的に発信するとともに、世界的なイベントや国際

会議等の誘致、滞在空間の確保、関連する産業の連携などを進めることによっ

て、数倍の集客力と収益性を高めていくことが重要です。 

 

 中野の活力の源泉となるイベントや個性的な文化活動など、多様なコンテン

ツの集客力と発信力の強化に向け、活動基盤の整備や推進体制を構築していき

ます。 

 

【目標とする都市像】 

毎週 1 万人規模の催事によって、交流人口を５０万人増加 

 

 ハイカルチャーからサブカルチャーまで多種多様なイベントや健康増進

につながるスポーツイベントが多数催され、「クールジャパン」や「ウェ

ルネス」を体現する都市としてのイメージが確立している。 

 大規模な集客交流施設、商店街、道路、公園などが連携して多目的に活用

され、まち全体が発信空間となっている。 

 総合的な観光マーケティング体制が構築され、効果的かつ効率的に都市観

光の事業が展開されている。 

 

 

 

※目標値の考え方 

 イベントには様々な形態や期間があることから、「毎週１万人規模の催事」

が年間「50 週」行われて 50 万人増加すると仮定し、大規模なイベントの実施

や誘致を推進することによって、交流人口を増やしていくことを例示的に示し

たものです。 
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３．外国人にも暮らしやすい生活環境の整備 

 

 観光やビジネス、学業などの目的で来訪する外国人が増加しており、特に  

２０２０年東京オリンピック・パラリンピックに向け、その傾向が続くと見ら

れています。 

 

 地域が培ってきた安全で安心な環境と社会資源を活かし、だれにも暮らしや

すい包容力のあるコミュニティを目指していくために、ビジネスや観光など短

期滞在における地域情報案内、宿泊などのニーズ、長期滞在における住居、医

療、教育、就業、生活サービスなどのニーズをとらえ、グローバル化対応に早

急に取り組んでいく必要があります。 

 

 ビジネスや観光など短期滞在者への対応に加え、長期滞在の外国人にも暮ら

しやすい職住近接につながる生活環境を整備していきます。 

 

【目標とする都市像】 

高質な生活空間の整備によって、夜間人口３０万人以上を維持 

 

 生活・コミュニケーションの支援サービスや多様なライフスタイルを受入

れるコミュニティが形成され、外国人にも暮らしやすい生活環境となって

いる。 

 職住近接による時間的余裕が新たな都市活動や価値創出につながってい

る。 

 住宅ストックの増加や更新がなされ、利便性が高く高質な生活空間として、

外国人にも人気の高い住宅地となっている。 

 

 

 

※目標値の考え方 

 夜間人口推計において人口減少が見込まれていることから、土地の有効利用

や高度利用などを促進し、高質な住宅整備を誘導することによって、将来にわ

たって 30 万人以上の夜間人口を維持することを目標としています。 
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第４章 グローバル都市戦略 

 

１．拠点整備戦略「中野駅周辺グローバルプロジェクト」 

 

■中野駅周辺における拠点性の強化 

 中野駅周辺を、東京や日本の国際競争力強化の一翼を担うグローバルな都市

活動拠点と位置づけ、区役所・サンプラザ地区再整備をはじめとする中野駅周

辺各地区における都市再生プロジェクトによって、人・文化・産業・情報等の

集積を高めるとともに、スマートな環境・防災都市づくりによって、防災性や

業務継続性、経済性、環境性に優れた空間を整備し、拠点性の強化を図ります。 

 

■集客交流施設を起点とした差別化 

 区役所・サンプラザ地区再整備において検討している大規模な集客交流施設

では、音楽、スポーツ、祭典といったエンターテイメントや国際会議、展示会

といったビジネスイベントなど、様々な催事を見込んでいます。 

 中野の文化創造性を発展させ、新たなビジネスチャンスを生み出す集客交流

施設を起点としながら、各地区のプロジェクトにおけるビジネス環境の整備や

親和性のある企業・団体の誘致を進めるなどして、他の都市との差別化を図っ

ていきます。 

 

■産学公金連携によるビジネス・イノベーションの促進 

中野に集積する大企業から中小企業まであらゆる産業を結びつける産学公金

連携を通じて、グローバル市場において「稼ぐ力」を持つ、新たな財・サービ

スを生み出すビジネス・イノベーションを促進します。 

中野区の重点産業であるライフサポート産業やＩＣＴ・コンテンツ産業にお

いては、こうした連携を通じたビジネス・マッチングやスタートアップ促進を

図ります。 

さらに、グローバル展開が期待できる技術や製品を持つ、グローバルニッチ

企業の掘り起しや育成支援を図ります。 

多様性と活力に満ちた人材輩出の観点から、外国人材、留学生などによるビ

ジネスのスタートアップ、グローバル人材の育成に取り組みます。また、グロ

ーバル人材活用の観点から、雇用・就労環境の充実を図ります。 
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■中央線沿線都市圏文化・産業連携 

 中央線沿線を軸とした東京西部都市圏における自治体間の文化・産業連携を

構築し、文化振興や観光推進、新産業創出などによって圏域経済の活性化を図

るとともに、海外や訪日外国人に向けたプロモーション、関連ビジネスのグロ

ーバル展開を促進します。 

 中野は、中野駅周辺の拠点整備によって、広域からの集客と交流の場、圏域

と世界をつなぐ情報収集・発信機能を強化し、中央線沿線都市圏における国際

競争力強化に向け、リーダーシップを発揮していきます。 

 

＜主な取り組み＞ 

取組事項 内容 

中野駅周辺都市 

再生プロジェクト 

【区役所・サンプラザ地区再整備】 

○ 多目的に使える大規模な集客交流施設の整備 

○ グローバルビジネス拠点の核となる業務商業等集積 

【中野駅地区整備】 

○ 中野駅西側南北通路及び橋上駅舎、駅ビルの整備 

○ 新北口駅前広場及び西口広場の新設、南口駅前広場の

拡張整備 

【各地区における都市開発】 

○ 中野二丁目地区市街地再開発事業（業務・商業・住宅） 

○ 中野三丁目土地区画整理事業 

○ 囲町東地区市街地再開発事業（業務・商業・住宅） 

○ 地区計画に基づくまちづくりの誘導 

○ ユニバーサルデザインのまちづくり推進 

スマートな環境・

防災都市づくり 

○ 災害時業務継続地区（ＢＣＤ）の構築 

○ 平常時における効率的なエネルギー活用 

産学公金連携によ

るビジネス・イノ

ベーションの促進 

○ 金融機関を中心とした広域ビジネス・マッチング 

○ 各機関が保有するビッグデータのビジネス活用 

○ 産学公金連携によるシンクタンク機能の構築 

○ グローバルニッチ企業の育成支援 

○ 国内外で行われる展示会などへの出展促進 

○ 外国人材や留学生によるビジネススタートアップ 

○ 大学連携によるグローバル人材育成・就労支援 

中央線沿線都市圏

文化・産業連携 

○ 中央線沿線都市圏の自治体・関係団体・大学等におけ

る文化・産業連携体制の構築 

○ 自治体連携による文化・産業政策形成 
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２．都市観光戦略「都市観光パートナーシップ推進」 

 

■都市観光連携体制の構築 

 中野駅周辺は、様々な規模のホールや教育機関、商業施設・商店街が立地し

ており、道路や公園なども含めまち全体の空間を連携させて活用することで、

より大規模でユニークなイベントを演出することが可能です。 

名実ともにグローバルな都市活動拠点としていくため、大規模な国際的イベ

ントなど集客力と発信力のあるコンテンツによって誘客を進めます。 

こうした取り組みにあたって、シティプロモーションやイベントの誘致・企

画、ブランド化など総合的な観光マーケティング体制やＭＩＣＥ推進体制の構

築を図っていきます。また、ロケ地としての活用を推進するため、フィルムコ

ミッション体制を構築します。 

 

■エリアマネジメントによる魅力向上 

 イベントなどによるにぎわい創出や街並み空間のグレードアップ、治安・環

境改善活動など、まちの魅力と価値を高め、持続的発展を支える連携協力の主

体形成が必要です。そうした意味でグローバルな活動を視野に入れた区内に立

地する企業・団体等で構成するエリアマネジメントの取組みを促進します。 

 

■都市観光インフラ整備における公民連携 

中野を訪れる外国人観光客が、適切な地域情報を得て安心して楽しめるよう、

案内表示等の多言語化や Nakano Free Wi-Fi、デジタルサイネージの整備・誘導

など、公民連携による情報環境を整備していきます。 

また、外国人向け滞在施設（民泊）の整備・誘導を図るとともに、まちなか

の多言語化を進め、中野の日常的な暮らしや繁華街での飲食が味わえ、哲学堂

公園をはじめとする歴史・文化や、ハイカルチャーからサブカルチャーまで多

様なコンテンツが楽しめる「中野ツーリズム」の展開を図ります。 

 

■中央線沿線ツーリズムの展開 

 中央線沿線の各都市は、独自の文化や街並みを形成しているうえ、アニメ・

マンガなどのコンテンツ産業が集積しており、単体での誘客に加え、連携して

中央線沿線の魅力を発信することによって、さらなる誘客を進めることができ

ます。 
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こうした都市観光にかかる市場調査やルート開発、移動手段の確保、商品化、

外国人向け販売促進など、総合的なマーケティング連携を進め、中央線沿線ツ

ーリズムの展開を図ります。 

 

■パートナーシップ都市連携強化 

 東日本大震災復興関連自治体や里・まち連携自治体、海外の姉妹都市との連

携を強化し、文化交流や観光・産業連携を進めることによって、経済活性化を

図ります。 

 

＜主な取り組み＞ 

取組事項 内容 

都市観光連携体制の

構築 

○ ホール、教育機関、商業空間、道路・公園等施設間

連携によるまちまるごとＭＩＣＥ空間活用 

○ 音楽、芸術、スポーツ、祭典など大規模な国際的イ

ベントの誘致・企画 

○ コンベンション施設における国際会議、学会などビ

ジネスイベントの誘致、ＭＩＣＥ連携機能強化 

○ 総合的な観光マーケティング体制の構築 

○ 都市観光推進協議会の設立 

○ 日本版ＤＭＯ導入検討 

○ フィルムコミッション体制の構築 

エリアマネジメント

による魅力向上 

○ エリアマネジメント組織の組成、事業展開 

○ 活動の安定性・継続性に向けた財源確保 

都市観光インフラ整

備における公民連携 

○ 公共空間や店舗等における案内表示の多言語化 

○ Nakano Free Wi-Fi 整備、民間連携拡大 

○ デジタルサイネージ整備・誘導、情報コンテンツの

共有化 

○ 外国人向け滞在施設（民泊）整備・誘導 

○ 哲学堂公園周辺整備 

○ 中野ツーリズムの展開 

中央線沿線ツーリズ

ムの展開 

○ 中央線沿線観光マーケティング体制の構築 

○ 海外に向けたシティプロモーションの強化 

○ アニメ・マンガなどコンテンツ産業の観光連携 

パートナーシップ都

市連携強化 

○ パートナーシップ自治体との観光・産業連携強化 

○ 海外姉妹都市との観光・産業連携強化 
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３．生活環境戦略「職住近接を促す生活環境整備」 

 

■職住近接の促進 

 中野駅周辺における拠点性強化は、業務・商業集積を招き、就業人口の増加

をもたらします。これにより、区内に住まい通勤し、時間的余裕を様々な活動

に活用する、職住近接の生活スタイルを選択する人が増えることも想定されま

す。 

高質でユニバーサルな都市空間と安心・安全に過ごせる生活空間が同居する

中野ならではの街並みを、外国人にも職住の場として選択してもらえるよう、

生活空間を整備していきます。 

 

■身近な生活サービスの充実 

 外国人の滞在に際して、文化的な多様性が確保され、良好な生活空間のもと、

自らの生活スタイルを送れる環境が求められます。 

母国での生活や文化に配慮した飲食、生活サービスの充実に加え、公共サー

ビス、医療、教育、子育て、介護・福祉、健康・スポーツなどあらゆるサービ

スにおける外国人対応の充実を図ります。 

 

■安心・安全のコミュニティ形成 

日常生活において、日本語のみの案内表示ではわからない、生活上のルール

や習慣が理解しにくい、医療や教育、契約、就職といった様々な場面での行き

違いなどの問題が生じます。 

外国人が安心・安全に過ごせるよう、まちなかの多言語対応に加え、あらゆ

る生活場面での相談に応えるサポート体制や留学生の協力体制など、人的対応

を拡充します。 

 また、地域における多文化共生や異文化理解を促進するため、人材育成や外

国人との交流の機会を増やし、だれにとっても安心・安全なコミュニティの形

成を目指します。 
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＜主な取り組み＞ 

取組事項 内容 

職住近接の促進 ○ ユニバーサルデザインのまちづくり推進 

○ 無電柱化の推進 

○ 高質な住宅の整備・誘導 

○ 大規模公園やオープンスペースの整備・誘導 

○ 子育て支援施策の拡充 

○ 多様な働き方促進 

身近な生活サービス

の充実 

○ 店舗や施設等における生活・文化に配慮した飲食や

生活サービスの促進 

○ クオリティの高い商業空間の誘導 

○ 公共サービスにおける外国人対応の拡充 

○ 医療機関における外国人対応の拡充 

○ インターナショナルスクールの誘致 

○ 子育て、学習支援、介護・福祉など外国人向けライ

フサポートビジネスの誘導 

○ 留学生を活用した外国人向け生活情報の発信 

○ 外国人も利用しやすい健康・スポーツ環境の整備 

○ 災害時の外国人対応拡充 

まちなか多言語対応 ○ 公共空間や店舗等における案内表示の多言語化 

○ ＩＣＴを活用したコミュニケーションツールの導入 

外国人生活サポート

体制の拡充 

○ 外国人生活サポートセンターの整備 

○ 公共機関や企業等におけるインターン留学生受入れ 

○ 留学生による外国人生活モニタリング 

○ 多文化共生月間の導入 

○ 国際理解教育の推進 

○ 多文化共生ボランティア人材の育成 

○ 外国人との交流機会の拡充 
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第５章 グローバル都市ＮＡＫＡＮＯの創造 

 

１．グローバル都市戦略の展開 

 

 グローバル都市戦略の展開にあたって、拠点整備戦略、都市観光戦略、生活

環境戦略の３つ戦略に時間軸を加え、概ね２０２０年頃までを「フェーズ１」、

２０２５年頃までを「フェーズ２」、２０４０年頃までを「フェーズ３」と設

定します。 

 特にフェーズ１は、東京オリンピック・パラリンピックの開催を契機に、大

会後の遺産（レガシー）を見据えて集中的に取り組む期間として、産学公金連

携を強化し、それぞれの役割に応じた事業を展開していきます。 

 

【フェーズ１】多彩な魅力を持つ発信力のある活動拠点へ 

 

＜目標とする時期＞ 

２０２０年 東京オリンピック・パラリンピックの開催 

 

＜戦略の展開＞ 

 ２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックの開催を節目としたフェー

ズ１は、大会の開催を契機として有形無形の遺産（レガシー）を生み出してい

く重要な期間です。スポーツや健康はもとより、観光や文化、産業、環境、教

育などあらゆる分野における産学公金連携の取り組みが、次世代に継承すべき

遺産（レガシー）となります。 

この間にも訪日外国人旅行客（インバウンド）の増加が見込まれており、中

野への誘客に向けた情報発信を強化するとともに、安全、安心、快適にまち歩

きや日本の文化・生活体験を楽しんでもらえるよう、受け入れ環境整備や交流

の機会づくりに取り組んでいきます。 

昼夜間人口を確保するための布石となる取り組みにも注力していく必要があ

ります。ビジネスや生活環境の整備など、中長期にわたって取り組むべきグロ

ーバル都市づくりを始動させていきます。 
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【フェーズ２】世界から選ばれるグローバルビジネス拠点へ 

 

＜目標とする時期＞ 

 ２０２５年頃 中野駅周辺都市再生プロジェクト完了時期 

 

＜戦略の展開＞ 

 現在計画中の中野駅周辺都市再生プロジェクトにおいて最終局面となる区役

所・サンプラザ地区再整備の完了が見込まれる時期を節目としたフェーズ２は、

この間に生み出された遺産（レガシー）を最大限に生かしてまちの価値を高め

ていく、エリアマネジメントが重視される期間です。 

ビジネスしやすい環境やグローバルな都市活動基盤の整備とともに、フェー

ズ１から積み重ねてきたエリアマネジメントのノウハウを発揮し、世界から選

ばれる拠点づくりを進めていきます。 

 

【フェーズ３】成長し続けていくグローバル都市ＮＡＫＡＮＯへ 

 

＜目標とする時期＞ 

 ２０４０年以降 都市活力を維持するための都市構造が実現 

 

＜戦略の展開＞ 

 ２０４０年頃を節目としたフェーズ３は、人口減少・少子高齢化の影響を受

けながらも、さらに次世代への遺産（レガシー）となる都市活力を維持するた

めの都市構造を確立させていく期間です。 

グローバルに活躍する人材が多く暮らす都市を目指すため、全フェーズにわ

たってユニバーサルな生活環境整備や高質な住宅の整備を誘導していきます。 
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２．グローバル都市戦略の推進体制 

 

 戦略を具体化するには、目標達成に向けた手段や方法を確立していく必要が

あります。産学公金それぞれの役割を踏まえ、プラットフォーム連携を活用し

た新たな事業の構築、実施を推進していきます。 

 

（１）産学公金連携において各主体が果たす役割 

 

「産」＝ 地域活性化のエンジン 

新たなビジネスを生み出して雇用を創出し、地域経済を活性化させます。 

 

「学」＝ 知的資源と人材輩出の拠点 

産業と学術・文化を融合させるとともに、優秀で社会性を持った地域グロ

ーバル人材を輩出します。 

 

「公」＝ 地域振興の社会的インフラ 

地域住民等と企業や大学等を結びつけ、産業育成や職住学の環境を整備して、

積極的に諸活動に関して支援します。 

 

「金」＝ 地域活性化の血液 

安定した資金供給と経営課題の解決支援を行って、資金を円滑に循環させる

ことで地域経済を活性化させます。 

 

（２）中野区グローバル戦略推進協議会 

 中野区グローバル戦略推進協議会は、東京や日本における国際競争力の強化

に向け、中野のポテンシャルを引き出す、産学公金が一体となった産業・文化

等の振興に関する連携のプラットフォームを構築し、グローバルな視野で展開

するビジネスの活性化や活動基盤の整備を図ることを目的として、平成２７年

２月に設立しました。 

 

 グローバル都市戦略の推進にあたって、本協議会がプラットフォームとなり、

参画する基幹団体や賛同団体が知恵やノウハウを出し合い、役割分担を確認し

ながら、事業化に向けたパートナーシップを組んでいくことが期待されます。 
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 本協議会を発信源として、ビジネス連携や都市観光連携、多文化共生などの

推進体制が構築されるよう、企業・団体、大学などの団体間や関係自治体との

連携調整機能、グローバル戦略に関する情報や国・都などの行政情報の収集・

発信機能など、プラットフォームとして求められる機能の強化を図っていきま

す。 

 

（３）事業コンソーシアムの組成 

 ２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックの開催を節目としたフェー

ズ１の期間は、訪日外国人旅行客（インバウンド）獲得に向け、産学公金それ

ぞれが経営資源を持ち寄り、連携しながら事業を構築して実施する、事業コン

ソーシアムの組成が期待されます。 

 産学公金連携によるイノベーションが発揮され、より効果的に、より効率的

に事業を展開することを目指し、組成に向けた取り組みを進めていきます。 

 

＜事業コンソーシアムのイメージ＞ 

■事業コンソーシアムによる事業（例） 

○ 広告収入等によるデジタルサイネージの運用 

○ ＭＩＣＥの展開を視野に入れた大規模イベントの企画運営 

○ エリアマネジメントを視野に入れた公共空間活用事業 など 

■事業コンソーシアムを構成する産学公金の役割 

「産」＝事業実施の主体として、ヒト・モノ・カネ・情報等資源の投入 

「学」＝事業開発、効果検証などの研究を通じた汎用化、学生の参加協力 

「公」＝広域連携や規制緩和の調整、活動基盤となる公共空間の整備 

「金」＝事業実施における資金供給やビジネスマッチング 

■事業コンソーシアムにおける連携を活かした機能 

○ 事業展開における広域連携の企画調整機能 

○ 事業実施における経営資源調達機能 

○ コンソーシアム拡大に向けた交流・人材育成機能 

○ まちの魅力向上に向けたエリアマネジメント機能 など 

 

＜組成に向けた取り組み＞ 

 中野区グローバル戦略推進協議会におけるワーキンググループを活用し、事

業コンソーシアムに関心のある企業、団体等による検討を行っていきます。 



インバウンド来街者の獲得 

活力を生み出す昼間人口獲得への布石 

持続可能性を高める夜間人口獲得への布石 

区役所・サンプラザ地区再整備 大規模な集客交流施設の整備 

  中野二丁目地区・三丁目地区・囲町地区まちづくり 

 中野駅地区整備（駅前広場・南北通路・橋上駅舎・駅ビル） 
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Nakano Free Wi-Fi拡大 
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エリアマネジメントを視野に入れた公共空間活用 
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